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□，， のグラフの関係と黄金比
　　

　　　　　　　　　　

　図のように，第象限での　 ，  ，  のグラフの関係を調べ

てみると，曲線 ，  は原点において接している。

曲線 ， 　は，点 



， 

で交わっている。さらに，次の方程式，

 …を解く。　＝



　　   …　

  ，　   　とおくと，　  かつ　　より，　


 


，ここで黄金比　
 


を用いれば，　 



　となり，

より，  



…となる。ここでいったん　 




と定めれば，

曲線 ，  は，点 ，



　で交わることになるのである。
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ここで，   ，   とおくと，    ，  

 


それぞれ点における接線の傾きは，     



，   


 
  

   ･   より，曲線 ，  の接線は点にて直交する。

すなわち，曲線 ，  は点 ，



において直交しているのだ。

曲線 ，  ，  で囲まれた図形  （弧，，で囲ま

れた図形）の面積を求めることもできる。図形  の面積をとすると，

 


   



  



　

　




   





  





  

　  ＋  


  


　

　



 









  

 


，　  より

＝



  






 


  

 


　となる　

このようにして，つの三角関数のグラフで囲まれた図形の面積は，

黄金比の自然対数の



と の和より黄金比を引いた値になっている。そのことが

三角関数の積分によって見事に解明されたといえる。

この図形を「黄金比トライアングル」と呼んでもよいだろう。

この図形を，軸の周りに回転してできる立体の体積は？，あるいはこの図形を軸の

周りに回転してできる立体の体積は？　という疑問が起こってくる。きっと黄金比で表

されるに違いないのだが，それは次の機会に譲ることにしよう。
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３つの三角関数のグラフで囲まれた図形 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


